



























































A Study on the Interpretation of a Picture Book 
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 11絵本の解釈についての研究　―読み手と聞き手の立場から―
最後に，今後の課題を整理して結びとしたい。本稿で
は，絵本の読み聞かせにおける読み手としての大人が読
み手であるとともに聞き手であることを踏まえつつ，読
み手の絵本への解釈について検討したが，集団を対象と
する絵本の読み聞かせと個々人が一人で行う読書，ひい
ては小学校以降の国語科教育における「読むこと」との
関連についても併せて検討する必要性が改めて意識され
た。山元ら（1996）は，文学テクストに対する読者の姿
勢には「物語中の出来事に参入して，その出来事を直接
目撃しているかのように述べる」＜参加者的スタンス＞
と，「物語の出来事の全局を視野に収めて物語に描かれた
ことを対象化し，物語を判断・評価していく」＜観察者
スタンス＞の二つがあることを述べ，後者のスタンスは
学童期において獲得されるとしたが，今回の調査対象者
は両者のスタンスを併せ持っているように見えたためで
ある。これは，彼らが保育者・読み手としての自身の解
釈とは別に「保育の対象となる子どもはどう解釈するか」
という視点を持っていることを示しているが，この「自
身の解釈」と「自身の想定する子どもの解釈」とが並列
関係にあるのか，どちらかに重きが置かれるのか，はた
またどちらかがどちらかを内包する入れ子の構造にある
のか，現段階では意見を持たない。
その他，子どもから大人に至るまでの文学体験の発達
過程についての研究との関連も重要となるだろう。守屋
（1994）は，大人の文学体験を「眺める」，子どもの文学
体験を「住む」と表現し，さらにこれを住田ら（2001）
は＜素朴な参加＞である「住む」から＜人物への同化＞
である「なる」へ，そして＜全局的な視野の獲得＞であ
る「見る」に至るという３段階の発達モデルに拡張した。
青年期にある保育学生たち―しかも絵本の読み聞かせを
前提とする彼らの文学体験は何と表現するべきであろう
か。また，この連続の中のどこかに位置づけることが可
能なのであろうか。
読者としてのスタンスの問題とともに，今後さらなる
検討を進めていきたい。
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